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	（出典：Environmental Disaster Risk Assessment for the Municipalities of Benguet Province Cordillera Administrative Region （CAR）, Aug/2021）
	（出典：Scoping of Environmental Disaster and Climate Vulnerability Assessment Needs of Tublay, Philippines Final Report）
	左：消波ブロック＋マングローブ、右：堤防＋クロマツ林
	出所：スアントゥイ国立公園事務所のパンフレットをスキャンし一部加工。
	XTNPはベトナム北部のナムディン（Namdinh）省ザオトゥイ（Giaothuy）地区にある湿地で、紅河デルタ（Red River Delta）のバラット（Balat）河口に位置する。XTNPはラムサール条約に登録された国際的にも重要な湿地であり、総面積は15,100haで、コアゾーン（7,100ha）とバッファゾーン（8,000ha）に分かれ、コアゾーンは生態系保全や環境教育、エコツーリズム開発、科学研究に、バッファゾーンはコアゾーンを含めた同公園の環境保護と住民の生計向上に主眼が置かれている...
	（n = 54、ただし複数回答可）
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